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衆
議
院
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員
中
根
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提
出
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手
話
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語
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制
定
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
「
手
話
言
語
法
」
制
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

全
て
の
障
害
者
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
、
手
話
を
含
む
言
語
そ
の
他
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の

機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
し

た
「
障
害
者
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
情
報
の
利
用
に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
分
野
別
施
策
の
基
本
的
方
向
の
一
つ
と
し
て
定
め
、
障
害
者
が
円
滑
に
情
報
を
取
得
し
、
及
び
利
用
し
、

意
思
表
示
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
提
供
の
充
実
、
意
思
疎
通
支
援
の
充
実
、
行
政

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
身
体
障
害
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す

る
通
信
・
放
送
身
体
障
害
者
利
用
円
滑
化
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
放
送
事

業
者
へ
の
番
組
制
作
費
助
成
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
障
害
の
た
め
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
障

一



害
者
に
対
す
る
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
設
置
等
に
係
る
費
用
の
補
助
等
を
行
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
一
定
の
選
挙
に
お
け
る

政
見
放
送
へ
の
手
話
通
訳
の
付
与
を
可
能
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
七
年
二
月
二

十
四
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
同
法
第
五
条
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
必
要
か
つ
合
理
的
な
配

慮
（
以
下
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
。
）
の
一
例
と
し
て
、
「
筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
分
か
り
や
す
い
表
現
を
使
っ
て
説
明
を
す
る
な
ど
の
意
思
疎
通
の
配
慮
」
を
示
す
と
と
も
に
、
国
の
行
政
機
関
等
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
手
話
言
語
法
」
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
障
害

者
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
の
行
政
機
関
等
に
お
い
て
合
理
的
配
慮
を
行
い
、
ま
た
、

そ
の
具
体
例
を
蓄
積
し
、
広
く
国
民
に
提
供
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


